
令和 5年度修了式 式辞 

 児童の皆さん、今日で今年度が終わります。加

計小の目標に向かって、また、今年度の合言葉

「大人も子どももまるごとハッピーな 1 年にしよう」

に向かってどの学級もよく取り組みました。 

 1 学期の始業式で、私から皆さんに２つのミッシ

ョンを出しました。 

1 つ目は「みんながまるごとハッピーになることを

見つけて実行しよう」2 つ目は「心が動いたこと

を五七五（俳句）にしてみよう」でした。 

 さて、これから各学級の結果発表です。 

先日、各学級で「自分たちの実践したハッピー」

を報告してもらいました。 

それぞれ、教科や生活科、総合的な学習の時間を中心に、自分たちができることを見つけ、工夫し苦労しながら

も、周りの人にハッピーを届けることができました。また、1年を通じて俳句づくりをしました。私からの２つのミッショ

ンは見事クリア！！です。よくやりました。 



1 年間、みなさんは誰かにハッピーを届けることを意識して、学習を進め

ました。「まるごとハッピー」をやってみて、どんなことがわかりましたか。私の

思う「まるごとハッピー」とは次のようなものです。 

①ハッピーになってもらいたい人のことを知る 

②ハッピーになってもらいたい人の気持ち、願いを想像する 

③ハッピーになってもらえることを考え、実行する 

④ハッピーになってくれた人を見て、自分たちもハッピーになる 

 

これらはみんな加計小の目標につながっています。 
そうです。「気づいて考えてやってみる」です。そして、誰かをハッピーにするということは「人を大切にする」こと

であり、「力をあわせ」ないとできないことでもあります。もう一つ大切なのは、「自分自身もハッピーであること」で

す。つまり「自分を大切に」です。こうして、身の回りの人にハッピーを届けると、それをした人もハッピーになるので

すね。これを「ハッピーのキャッチボール」と呼びたいと思います。今年 1 年、皆さんは地域、家族、友だちなど多く

の人と「ハッピーのキャッチボール」をしました。これで終わりにせず、これ

からもたくさんの人と「ハッピーのキャッチボール」をしていきましょう。 

明日から、春休みです。1 年間のまとめをし、荷物などを片付け、新しい

気持ちで、登校してきてくださいね。 

そして、4 月からまた新しい仲間と、周りの人々を幸せにする演奏をして

いきましょう。 
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